
課題レポート「タスク２」の気付き・講師の評 

№ 受講生の気付き 講師のコメント 

① ・いろいろな表現方法があった。 

・５日後と表す人と８月１０日と表す人がい

た。 

・５日後と表したが、わかるだろうかと悩ん

だ。 

・表情の良い人がいた。 

・５日後にしても８月１０日にしても、大切なの

は空間を活用して表すこと。 

・左右の空間または前後の空間を活用して表

現する。 

・前後の空間を使用する場合には、８月５日

を出した位置で８月１０日を表さず、少し前に

出して表すようにすること。 

② ・「延期」の表現は、左右が良いのか上下

が良いのか悩んだ。 

・中止の理由を先に表すのと後に表すの

とどちらが良いのか。 

・「延期」の表現は、前後の表現ではわかりに

くい。左右か上下の空間を使用する。 

・どちらの表現もある。 

③ ・延期と延長の表現は違うと聞いた。 

・「見通し」をことばどおりに表したが、他の

人は「予定」とか「想像」と表していた。 

・延長と延期の表現は違う。 

   上映     延期 

  

  

ここを起点に１週間延びると表現する。  

前後、左右の空間は使わない。      

④ ・部下から私、私から上司の表現方法は、

どのような表現方法が良いのか迷った。 

・「伝える」という表現はいろいろあるが、ど

れが良いのかわからなかった。 

・「伝える」という表現はいろいろあるが、どの

表現でも良い。 

・部下と上司の位置を決めることが大切。位

置を決めて上下の空間を使う。 

                  上司 

          私 

部下 

 

上司 

 

        私   このような表現はしない。 

 

部下 

 

⑤ 

・誰が誰に言っているのかわからなかっ

た。 

・文を見たときに３人をどう表すか悩んだ。 

・自分は誰になって表現すれば良いのか

悩んだ。 

・上から下へ斜めに表すのがわかりやす

かった。 

・表現者は他人としてあらわす。 

・上から下へ斜めに表す。 

・年齢の上下があるので、横への表現は適切

ではないかも知れない。 

⑥ ・みんな大体同じだと思った。 

・見るを残した表現が良かった。 

・見る場所が大切。 

・手話の同時性を覚える事。同時性は手話な

らではの表現。音声ではできない。 


